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ヴェルギナ第２王墓「狩猟図」に関する考察
Interpretation of the Hunt Painting of the Tomb II at Vergina





















































































































































































































































































































































































本稿の古代の文献表記は、Hornblower, S. and Spawforth, A.(eds), The Oxford Classical









１ 墳丘、及び各墳墓における発見当時の状態や出土品については、Andronicos, M., Vergina: The




















７ 主室の出土遺物の詳細は、Andronicos (1984) 119-175を参照。
８ 前室の出土遺物の詳細は、ibid., 175-197を参照。
９ 顔料については Filippakis, S. E. (eds), X-Ray Analysis of Pigments from Vergina, Greece





11 Palagia, O., 'Hephaestion's Pyre and the Royal Hunt of Alexander', in: Bosworth, A. and
Baynham, E.(eds), Alexander the Great in Fact and Fiction, Oxford, 2000, 193-4は、柱上の三本の物
体を鼎の足とみなす。
12 腕にマント、あるいはクラミュスを絡めて戦うスタイルは狩猟者にしばしば見られ、例えば《アレ
クサンドロス石棺》浮彫「B 面 獅子狩り場面」にも登場する。Cohen, A., Art in the Era of


































24 Just. 11. 2によれば、アレクサンドロスが即位後最初に注意を払ったのは、父の葬儀であった。
−（32）−
25 森谷公俊『王妃オリュンピアス アレクサンドロス大王の母』1998年、 202-204頁。
26 彫刻家リュシッポスの表現で知られるアレクサンドロスの身体的特徴とは、肩辺りまで伸ばした巻































グディアナ（中央アジア）にもあった。Arr. Ind. 40. 4, Arr. 7. 25, Diod. 16. 41. 5, Plut. Alex. 40,
Curt. VIII. 1. 11-19.







39 Plut. Alex. 4.
















44 Plut. Alex. 40.
45 アレクサンドロスとクラテロスが参加したシリアの狩猟を伝える碑文については、Stewart, A.,





石棺と考えられている。Von Graeve, V., Der Alexandersarkophag und seine Werkstatt, Berlin, 1970を
参照。
47 彼をアレクサンドロスとみなす説は、Hamdy Bey O. and Reinach, T., Une Ne'cropole Royale &
Sidon, 2 vols. Paris, 1892や Winter, F., Die Sarkophage von Sidon in: Archäologischer Anzeiger:
Beiblatt zum Jahrbuch des Deutschen Archäologischen Instituts, 1894をはじめ、多くの研究者たちに
よって支持されている。一方 Shefold,K. and Seidel, M.,Der Alexander Sarkophag, Berlin, 1968らは、
彼にアレクサンドロスの身体的特徴が見られないため、単なる従者に過ぎないと考える。アレクサンド
ロスの身体的特徴については註26を参照。





の側近たちのところへ出かけていっては彼の貧しさと身分の低さを非難した」。Curt. IV. 1. 24.
51 クルティウスによれば、アレクサンドロスは自分よりも先に家臣が獲物を仕留めることを嫌った。
石棺上の獅子狩りのような表現は、アレクサンドロスの死後にのみ可能だっただろう。Curt. VIII, 1.
14-16.
−（34）−
−（35）−
−（36）−
−（37）−
−（38）−
